
発行京都府宇治市

編集広報課

〒611京都府宇治

二市宇治琵琶33番地

ｔ話（0774）22－3141

●毎ｎ1日・11日・21日発行第690号

市の人。口

（昭和60年1月1日現在）ニ

51，693世帯（前月比46世帯増）

163，440人（前月比248人増）

81，267人犬

82，173人。ユ

世帯数

人口

上男

女

救
急
最
多
出
動
の
2
千
8
0
7
件

宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
九
年
（
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）
の

火
災
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
損
害
額
は
少
な
か
っ
た
亀
の
の
、
火
災
の
発
生

件
数
は
過
去
十
年
間
で
最
高
の
五
十
九
件
。
救
急
出
動
件
数
も
、
業
務
開
始
以
来
最

多
出
動
で
あ
っ
た
五
十
八
年
の
記
録
を
更
新
し
て
二
千
八
百
七
件
で
し
た
。
火
災
原

因
は
、
放
火
（
疑
い
も
含
む
）
が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
火
の
不
始
末
に

よ
る
も
の
が
大
半
で
す
。
｛

件
は
、
過
去
十
年
間
で
最
も
多
い

数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
建
物
火
災
が
四
十
三

件
で
全
体
の
約
七
三
％
。
し
か
も

▲出火してからでは遅すぎます。火の取り扱いには厳重な注意を。（59年1月13日、宇治東内の社員寮での火災）

大
半
の
二
十
二
件
が
住
宅
で
す
。

車
両
火
災
は
五
件
で
、
五
十
八
年

に
比
べ
二
件
の
減
。
林
野
火
災
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

月
別
発
生
件
数
で
は
、
八
月
、

十
二
月
が
十
件
、
次
い
で
五
月
の

六
件
、
三
月
、
四
月
、
九
月
の
五

件
と
な
っ
て
い
未
了
。
例
年
に
な

く
八
月
に
火
災
が
多
か
っ
だ
の
は
、

こ
の
月
に
放
火
（
疑
い
も
含
む
）

が
多
発
し
た
た
め
で
す
。

り
災
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
四

人
、
負
傷
者
六
人
。
焼
損
面
積
は

千
四
百
八
十
二
平
方
討
で
、
五
十

八
年
に
比
べ
わ
ず
か
に
減
少
。
し

か
し
、
損
害
額
は
四
千
七
百
九
万

二
千
円
で
、
五
十
八
年
の
約
三
分

の
一
に
激
減
。
こ
れ
は
老
朽
家
屋

が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
無
人
の
家

屋
で
内
容
物
の
損
害
が
少
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
康
司
火
災
一
件

当
た
り
の
平
均
損
害
額
は
七
十
九

一
月
二
土
〈
日
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和

二
十
四
竺
月
二
土
〈
日
に
法

隆
守
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
で
定
め
ら
れ
、
全
国
的
に
防

火
運
動
を
展
開
し
文
化
財
愛
護

思
想
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら

万
八
千
百
六
十
九
円
。
ま
た
、
五

百
万
円
以
上
の
火
災
は
三
件
あ
り

ま
し
た
。

火
災
原
因
は

火
の
不
始
末
が
大
半

火
災
原
因
は
、
放
火
（
疑
い
も

含
む
）
が
十
四
件
。
沃
け
で
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
か
け
忘
れ
が
十
件
、
子

ど
も
の
火
遊
び
が
八
件
、
タ
バ
コ

が
四
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放
火
が
多
い
の
は
、
最
近
の
全
国

的
な
傾
向
で
す
。
家
の
周
り
に
、

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
ぷ
つ

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

救
急
は

事
故
出
動
が
急
増

救
急
出
動
件
数
は
二
千
八
百
七

件
で
、
五
十
八
年
の
最
多
出
動
件

数
の
記
録
を
更
新
。
し
か
し
十
件

の
増
と
、
ゆ
る
や
か
な
増
加
に
留

1月26日

れ
ま
し
た
。

宇
治
市
に
は
、
国
宝
の
平
等

院
鳳
凰
堂
な
ど
の
貴
重
な
文
化

財
が
多
数
あ
皇
子
。
こ
れ
ら

の
文
化
慰
失
切
に
保
存
し
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
私
た
ち

の
努
め
で
す
。

文
化
財
を
守
る
た
め
、
次
の

宇治市消防出初め式

太陽が丘で初アーチ

ト
園
児
た
ち
も
力
強
く
分
列
行
進

塹
冨
厠
、
宏
帑
消
防
出
初
め
式

が
一
月
七
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
府
立

山
城
総
合
運
動
公
園
の
仮
設
駐
車
場
で

行
り
れ
ま
し
た
。
竿
お
川
改
修
工
事
の

影
響
で
、
会
場
が
塔
の
島
か
ら
移
さ
れ

た
の
は
三
十
年
ぶ
り
の
こ
と
。

式
典
に
は
、

各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
員
、
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
、
笠
取
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
、
更
に
初
参
加
の
私
立
宇
治
幼
稚
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約
六
百
人
と
、

消
防
車
な
ど
車
両
土
八
台
が
参
加
し
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
模
範
演
技
や
人
命
救
出
の
消
防

訓
練
に
続
い
て
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓

笛
隊
に
よ
る
演
奏
が
披
露
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
一
斉
放
水
は
、
こ
と
し
は
水

不
足
を
反
映
し
て
合
計
三
門
、
放
水
時

間
一
分
足
ら
ず
の
節
水
型
で
し
た
。

▲工事の進む新大久保駅予定地

411

ま
っ
て
い
ま
す
。

出
動
内
容
は
、
急
病
が
千
百
九

十
一
件
で
五
十
八
年
に
比
べ
六
十

九
件
の
減
。
次
に
交
通
事
故
が
八

百
七
十
二
件
で
四
十
九
件
の
増
。

一
般
負
傷
が
三
百
七
十
六
件
で
四

十
四
件
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

、
交
通
事
故
が
急
増
し
た
の
は
、

本
市
の
都
市
化
傾
向
を
示
す
も
の

で
、
急
病
人
が
急
減
し
た
の
は
、

休
日
急
病
診
療
所
な
ど
の
医
療
体

制
が
市
民
に
浸
透
し
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
で
搬
送
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
理
由
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
通
報
に
よ
り
出
動
し
た

結
果
、
不
搬
送
が
百
八
十
三
件
あ

事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た
き

火
や
た
ば
こ
な
ど
火
を
便
わ

な
い
。

○
子
ど
も
に
火
遊
び
、
花
火
な

と
を
さ
せ
な
い
。

○
落
書
き
や
い
た
ず
ら
を
し
な

い
。
。

な
お
、
・
宇
治
市
消
防
本
部
で

は
、
文
化
財
の
防
火
特
別
査
察

や
、
社
寺
消
防
訓
練
を
行
い
ま

す
。

り
ま
し
た
。
生
命
を
守
る
救
急
車

を
正
し
く
利
用
す
る
ぷ
つ
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

防
火
意
識
の
徹
底
を

今
の
時
期
は
一
年
の
間
で
も
最

も
空
気
が
乾
燥
し
、
ま
た
風
も
強

く
吹
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
と

不
注
意
が
、
思
わ
ぬ
大
火
を
招
き

ま
す
。
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
、
防
火
に
一
層
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。

古
川
鉄
太
郎
さ
ん自

治
功
労
者

宇
治
市
息
拐
労
者
の
古
川
鉄

太
郎
さ
ん
（
伊
勢
田
町
中
山
5
9
）

は
、
昨
年
の
十
二
月
土
八
日
、
老

衰
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
九

十
三
歳
。

古
川
さ
ん
は
、
大
正
十
三
年
か

ら
昭
和
二
十
一
年
ま
で
小
倉
村
助

役
、
二
土
〈
年
三
月
か
ら
宇
治
市

会
計
課
長
、
二
十
七
里
八
月
か
ら

二
十
九
年
三
月
ま
で
宇
治
市
収
入

役
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自

治
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
慎
ん
で
ご
め
い
福
を
お

祈
り
し
ま
ず
。

近鉄大久保駅仮線工事

春から本格的に着工

完成はこめ秋の予定

近
鉄
大
久
保
駅
の
高
架
工
事

は
、
同
駅
周
辺
整
備
事
業
の
柱

と
し
て
、
六
十
三
年
京
都
国
体

ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め

ら
れ
て
い
康
司

現
在
、
地
元
と
の
協
議
ね
羊
ハ

詰
め
の
段
階
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
こ
の
春
か
ら
禾
格
的
に
仮
線

工
事
に
着
手
ず
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
先
駆
け
、
府
道
宇
治
・

淀
線
以
北
の
仮
線
敷
地
予
定
部

分
で
は
、
既
に
昨
年
十
月
か
ら

仮
線
工
事
に
着
工
。
ま
た
、
市

道
大
1
茶
屋
線
は
地
元
の
了
解

を
得
、
昨
年
の
十
一
月
に
工
事

用
道
路
と
し
て
拡
幅
整
備
さ
れ

て
い
ま
ず
。

引
き
続
き
高
架
工
事
に
着
手
。

六
十
二
年
の
秋
ま
で
に
完
了
ず

る
予
定
で
す
。
’
な
お
、
同
駅
の

高
架
工
事
の
た
め
に
仮
設
し
た

軌
道
敷
な
芦
ほ
高
架
工
事
完
了

後
、
道
路
敷
地
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
す
。
（
特
別
事
業
対
策
室
）

増え続ける火災

・救急
59年火災救急統計から

放
火
多
発
で
ワ
ー
ス
ト
1

火
災
被
害
額
は
減
少

文
化
財
防
火
デ
ー
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碑
設
工
事

測
量
・
コ
ン
サ
ル

物
品
・
役
務

業
者
の
登
録
申
請

。

2
月
1
9
日
か
ら
受
け
付
け

市
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
指
名

業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
か
沃
の

要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
さ

れ
て
い
な
い
と
、
工
事
、
測
量
と

コ
ン
サ
ル
業
務
、
物
品
の
供
給
な

ど
の
指
名
競
争
入
札
な
ど
に
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間
と
場
所

2
月
1
9
日
㈹
～
2
8
日
閑
、
午
前

1
9
時
か
斟
午
後
5
時
ま
で
（
た
だ

し
、
正
午
か
ら
午
後
Ｌ
時
ま
で
と

土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は
除
く
）

場
所
は
市
役
所
第
一
プ
レ
ハ
ブ
庁

「
開
町・
伊
藤

建
築
設
計
、
地
質
調
査
、
建
設
コ

ツ
サ
ル
な
ど
▽
1
皿
・
役
務
関
係

・
：
物
品
供
給
や
製
造
の
請
負
、
各

種
の
役
務
提
供
な
ぺ

▼
入
札
参
加
資
格
］

．
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
人

．
（
業
者
）
は
登
録
申
請
で
き
ま
せ

圭
子
ち
ゃ
ん

けいこちゃんは、すごく々メな

女の子。洗濯物を干す時だうて、

しっかりお手伝いができますよ。

この欄に掲載するお子さん（59

年1月生まれ）を募集していますｉ，

広報課へご連絡ください。

2
0
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

自
営
業
な
ど
の
人
は

必
ず
加
入
を

成
人
か
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
の
多
・

く
の
権
利
や
義
務
が
生
じ
ま
す
。

‘
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
義
務
の
一
つ
で
す
。
国
民
年

金
は
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
な

ど
の
自
営
業
、
自
由
業
の
人
や

そ
の
家
族
で
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度
に
加

．
入
し
て
い
な
い
二
十
歳
か
ら
五

十
九
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る

年
金
制
度
で
す
。
二
十
歳
の
誕

生
日
か
迎
え
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

（
昼
間
部
の
大
学
生
は
強
制
加

入
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
任

意
で
加
入
で
き
求
ｙ
）
。
加
入

の
手
続
は
ｍ
鑑
か
痔
っ
て
保
険

年
金
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、

ん
。
▽
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者

並
び
に
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い

人
▽
昭
和
6
0
年
4
月
1
日
現
在
で

当
該
営
業
開
始
後
2
年
未
満
の
人

（
建
設
工
事
関
係
業
種
で
は
、
建

設
業
法
に
よ
る
営
業
の
許
可
、
測

量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
関
係
業
種

で
は
、
業
務
ご
と
に
宇
治
市
が
定

め
る
営
業
に
関
す
る
登
録
、
物
品

や
役
務
関
係
業
種
で
は
、
当
該
営

業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
許
認
可

等
の
後
2
隻
諭
の
人
）
▽
直
前

2
年
の
各
営
業
年
度
に
営
業
実
績

高
の
無
い
人
▽
資
格
審
査
雲
霧

か
提
出
す
る
ま
で
に
宇
治
市
税
を

滞
納
し
て
い
る
人
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

雲
霧
、
印
鑑
証
明
書
、
登
記

簿
謄
本
、
許
認
可
等
証
明
書
な
ぺ

こ
の
ほ
か
必
要
な
書
類
、
記
入

方
法
な
ど
申
請
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
「
申
請
要
領
」
を
ご

覧
ぐ
だ
さ
い
。
申
請
要
領
の
請
求

や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
契
約

課
ま
で
お
越
Ｌ
ｙ
Ｘ
だ
さ
い
。

（
管
財
契
約
課
）

年
金
を
受
け
る
た
め
に
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
条
件
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、

万
が
一
の
事
故
の
時
、
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
い
ぱ
か
り
で
な
ぐ
、
老
齢

年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で
償
却

資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工
場
・
事
業

所
・
商
店
な
ど
）
の
た
め
に
使
用
し
て

い
る
人
は
、
所
定
の
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
毒
ｙ
。

償
却
資
産
と
は
一
土
地
・
家
屋
以
外

の
有
形
の
固
定
資
産
の
う
ち
事
業
に
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
・
そ
の
減
価
償

却
額
（
費
）
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
上
、
損
金
や
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
で
す
。
し

例
え
ば
、
次
の
よ
ラ
な
も
の
が
償
却

資
産
と
な
り
ま
す
。

’
▽
構
築
物
・
：
事
業
所
内
の
舗
装
部
政

お
知
ら
せ

今
月
は
。

市
・
府
民
税
の
納
期

一
月
は
、
市
・
府
民
税
第
四
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
納
め

く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

「
要
約
筆
記
」
ボ
ラ
″
テ
ィ
ア

養
成
講
座

中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
の
た
め

に
、
聞
い
て
ま
と
め
て
書
い
て
伝

え
る
「
要
約
筆
記
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

あ
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
の
糧
と
な
る
年

金
を
受
給
す
る
た
め
、
今
一
度

保
険
料
の
納
付
を
お
確
か
め
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
未
納
分
か
あ

る
人
は
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
（
保
険
年
金
課
）

▲ことしも、2，548人の新成人が誕生。（ＩＳ

15日、宇治市成人式ｘの記念植樹）＼

急いでください

償却資産の申告

1月31日まで

門
、
ネ
オ
ン
塔
、
土
工
施
設
な
ど
▽
機

械
・
装
置
・
・
・
各
種
機
械
装
置
、
冷
暖
房

設
備
な
ど
▽
工
具
や
器
具
・
備
品
・
：
計

算
機
、
い
す
、
ロ
ッ
カ
ー
、
レ
ジ
ス
タ

ー
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
金
庫
な
ど
。

里
晨
務
の
あ
る
人
は
、
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
告
書
な
ど
登
総
務
部
資

産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
は
こ
と
し
か
ら
新
し

く
全
国
統
一
様
式
か
便
用
し
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

記
載
方
法
や
対
象
な
ど
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
資
産
税
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。
（
資
産
税
課
）

ア
の
養
成
講
座
で
す
。

▼
と
き
…
2
月
1
7
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
半
▼
と
こ
ろ
…

宇
治
市
総
合
福
祉
会
館
（
宇
治
琵

琶
4
5
）
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼
持
ち

物
・
・
・
油
性
マ
ジ
″
ク
（
中
細
）
▼

主
催
…
京
都
府
難
聴
者
協
会
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
2
月
5

日
叫
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
必
一

（
容
⑩
5
石
5
4
）
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
合

社
会
保
険
相
談

社
心
一
保
険
相
談
専
門
員
が
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
ず
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
2
月
8
日

面
＝
木
幡
公
民
館
（
木
幡
内
畑
3
4

の
7
）
、
2
月
2
2
日
倒
＝
宇
治
公

民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
の
9
）
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
。

（
保
険
年
金
課
）

Ｉ
農
業
セ
ン
サ
ス

調
査
に
ご
協
力
を

二
月
一
日
は
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

の
日
で
す
。
農
業
セ
ン
サ
ス
と
は

農
業
の
国
勢
調
査
と
も
呼
ば
れ
、

農
業
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調

査
で
す
。
昭
和
二
十
五
年
か
ら
五

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
に
よ
り
農
家
戸
数
、

耕
地
面
積
、
農
業
経
営
の
概
況
な

入
居
者
を
募
集

万
八
百
円
上
一
万
二
千
円
、
第

2
種
住
宅
＝
4
戸
程
度
、
月
額

六
千
八
百
円
玉
空
上
八
百
円
。

〈
黄
槃
住
宅
〉

▽
募
集
戸
数
と
家
賃
・
・
・
第
2

種
住
宅
＝
3
戸
程
度
、
月
額
六

千
五
百
円

▼
申
し
込
み
資
格
・
・
・
①
住
宅

に
困
っ
て
い
る
市
内
在
住
者
で

と
か
明
ら
か
に
な
り
、
我
が
国
の

農
業
諸
施
策
を
方
向
っ
け
る
重
要

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
事
項
は
、
統
計
を

作
る
た
め
だ
け
に
使
い
、
そ
の
他

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

近
日
中
に
調
査
員
が
お
伺
い
し

求
心
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

（
企
画
課
）

同
居
の
親
族
数
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ホ
ヂ
。

▼
申
し
込
み
期
間
…
1
月
2
1

日
㈹
～
3
1
日
南
。
▼
申
し
込
み

・
・
・
市
役
所
建
設
部
住
宅
課
へ
。

。
詳
し
ぐ
は
、
住
宅
課
（
き
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。・
’
（
住
宅
課
）

自
衛
官
を
募
集

昭
和
五
十
九
年
度
の
第
四
次
自

衛
官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
酋
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
総
務
課
）

412

宇
治
市
民
混
声
合
唱
団

第
1
回
定
期
演
奏
会

五
十
八
年
十
月
に
結
成
さ
れ
た

「
宇
治
市
民
混
声
合
唱
団
」
の
第

特別展示と貸し出し

・2月27日南まで

・子ども7］－ナー

●ことしのえとにちなんで「牛」につい

■■Ｉ・ｊ’て書かれた読みものや絵本、知識の本を

多数そろえました。ご利用ください／

一
回
定
期
演
奏
会
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
ト
ご
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
2
月
3
日
旧
、
午
後

2
時
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会
館

（
折
居
台
一
丁
目
）
大
ホ
ー
ル
▼

入
場
料
・
：
千
円
（
小
学
生
以
下
は

無
料
）
▼
指
揮
・
：
伊
吹
新
一
▼
曲

［
［
Ｔ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
戴
冠
ミ
サ
曲

Ｋ
3
1
7
ほ
か
。
（
社
会
教
育
課
）

移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号

駐
車
場
所
の
変
更

「
市
政
だ
よ
り
」
五
十
九
年
十
二

月
二
士
日
号
に
掲
載
の
移
動
図

書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
一
月
分
巡
回

日
程
の
シ
ち
、
一
月
二
十
三
日
團

―
緑
ヶ
原
地
区
の
駐
車
場
所
が
日

産
車
体
体
育
館
南
側
か
ら
緑
ヶ
原

児
童
公
園
横
に
変
わ
り
未
了
。
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
（
中
央
図
書
館
）

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

▼
と
き
。
・
・
2
月
2
日
倒
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公

民
館
▼
テ
ー
プ
・
冬
の
星
座
と
オ

リ
オ
ン
ー
ス
バ
ル
▼
講
師
・
・
・
明
星

天
文
館
館
長
・
江
上
賢
三
さ
ん
▼

対
象
・
：
市
内
在
住
の
親
子
（
そ
と

鮭
ぱ
小
学
校
4
年
生
以
占
▼
定

員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
持

参
品
・
：
筆
記
用
具
・
懐
中
電
灯
▼

申
し
込
み
…
小
倉
公
民
館
（
小
禽

町
寺
内
9
1
・
容
⑩
4
6
8
7
）
へ

電
話
か
来
館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

「
習
俗
と
伝
承
」

写
真
パ
ネ
ル
展

歴
史
資
料
館
で
は
、
た
だ
い
ま

春
ま
で
の
仮
展
示
と
し
て
、
写
真

パ
ネ
ル
に
よ
る
資
料
展
示
を
し
て

い
ま
す
。
一
月
二
十
二
日
か
ら
は
、

「
習
俗
と
伝
承
」
を
テ
ー
マ
に
写

真
展
示
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
歴
史
資
料
館
）

中央図書館

続モー・よ

モー「牛」

の本

市常住宅．（空き家）

（
財
）
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催

グレン・ミラー。オーケストラ

4月5日（金）ＰＭ6・30文化会

館大ホール

作品展・園生活の紹介

市立幼稚園子ども展

1月26（土）、27日（日）午前9時～午後4時宇治市中央公民館
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